


　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
Ⅶ
発
刊
に
あ
た
っ
て
」

（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の
（
社
）
九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
組

を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
に
と
り
ま
と
め
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
土
木
遺
産
含
む
数
々
の
土
木
施
設
の
建
設
に
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
た
先
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
取
組
を
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
州
」

と
し
て
、
第
六
巻
ま
で
発
刊
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
第
七
巻
「
熊
本
地
震―

復
興
へ
」
は
特
別
編
と
し
て
、
昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
熊
本
・
阿
蘇
地
域
で
、
道
路
・
河
川
等
の
復
旧
・

復
興
に
邁
進
し
て
い
る
土
木
技
術
者
達
の
実
像
を
取
り
上
げ
た
「
人
と
技
術
と
情
熱
の
物
語
」
で
す
。

編
集
に
際
し
て
は
、
余
震
の
続
く
中
、
精
力
的
に
取
材
し
と
り
ま
と
め
て
戴
い
た
筆
者
の
情
熱
が
随
所
に
感
じ
取
れ
ま
す
。
各
場
面
で
は
、
二
度
に
亘
る
震

度
７
の
地
震
に
遭
遇
し
、
普
段
の
生
活
に
一
日
も
早
く
戻
り
た
い
地
域
の
人
々
の
思
い
を
背
に
、
弛
ま
な
い
努
力
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
投
じ
な
が
ら
臨
ん
だ
道

路
や
河
川
の
復
旧
さ
ら
に
熊
本
城
の
復
興
へ
と
多
く
の
関
係
者
の
労
苦
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
社
会
的
評
価
は
、
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
震
災
時
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
の
必
要
性
は
、
脆
弱

な
地
盤
と
厳
し
い
自
然
環
境
下
に
あ
る
我
が
国
に
あ
っ
て
は
、
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
の

効
用
は
見
逃
せ
な
い
重
要
な
視
点
と
言
え
ま
す
。

こ
の
取
組
が
改
め
て
、
多
く
の
方
々
へ
社
会
資
本
整
備
の
重
要
度
を
認
識
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
整
備
や
維
持
管
理
に
携
わ
る
人
た
ち
の
志
を
高
め
、
若
い

土
木
技
術
者
教
育
の
啓
発
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）　
九
州
地
域
づ
く
り
協
会

理
事
長
　
佐
竹
　
芳
郎
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平
成
28
年
熊
本
地
震

平
成
28
年
４
月
14
日
午
後
９
時
26
分
、

熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
内
陸
型
直
下
地
震
が

発
生
、
益
城
町
で
震
度
７
、
熊
本
市
、
宇

土
市
、
玉
名
市
、
西
原
村
で
震
度
６
弱
を

記
録
し
た
。（
震
源
の
深
さ
約
11
㎞
、
北

緯
32
度
45
、
東
経
１
３
０
度
45
）。

こ
れ
を
前
震
と
し
て
約
28
時
間
後
の
同

16
日
午
前
１
時
25
分
、
再
び
熊
本
地
方
を

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
阪
神
・
淡
路

大
地
震
と
同
規
模
の
強
烈
な
地
震（
本
震
）

が
襲
っ
た
。
震
度
７
は
益
城
町
、西
原
村
、

震
度
６
強
を
熊
本
市
、
宇
土
市
、
菊
池
市
、

宇
城
市
、
合
志
市
、
大
津
町
そ
し
て
南
阿

蘇
村
で
観
測
さ
れ
た
。（
震
源
の
深
さ
は

約
12
㎞
、
北
緯
32
度
45
、
東
経
１
３
０
度

45
）。

「
阿
蘇
大
橋
が
落
ち
た
」

「
阿
蘇
大
橋
が
落
ち
た
」

衝
撃
衝
撃
衝
撃
衝
撃

折れた阿蘇大橋
橋桁が急崖にぶらさがっている（国道325号）

南阿蘇村立野地区の斜面崩壊。左側の渓谷に架けられた阿蘇大橋は落橋、消えた。国土地理院提供
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観
測
史
上
初
の
連
続
地
震

死
者
・
関
連
死
２
３
７
人
に

　

熊
本
地
震
は
震
度
７
が
連
続
し
た
、
観

測
史
上
初
め
て
の
大
規
模
地
震
で
あ
っ

た
。
日
奈
久
断
層
帯
と
布
田
川
断
層
帯
は

九
州
最
長
で
、
地
面
が
水
平
に
「
横
ず

れ
」
を
起
こ
す
典
型
的
な
内
陸
型
直
下
地

震
。
本
震
で
は
大
分
県
中
西
部
で
も
地
震

が
連
動
し
、
そ
の
後
半
年
間
の
余
震
は

４
０
８
０
回
に
も
及
ぶ
。
余
震
へ
の
恐
怖

は
避
難
所
以
外
の
車
中
泊
、
テ
ン
ト
避
難

な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
後
の
関
連
死

や
心
身
の
障
害
に
結
び
付
い
た
。
気
象
庁

は
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
と
命
名
し
た
。

　

熊
本
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
、
土

砂
災
害
な
ど
に
よ
る
死
者
50
人
（
関

連
死
を
含
め
２
３
７
人
）、
重
軽
傷
者

は
２
７
５
３
人
、
住
宅
被
害
は
全
壊

８
６
９
７
、
半
壊
３
万
４
０
３
７
、一
部

損
壊
15
万
５
９
０
２
に
上
っ
た
。
ま
た

公
共
建
物
４
３
９
が
被
災
。
そ
の
他
非

住
家
４
３
２
５
．
避
難
者
は
熊
本
県
で

18
万
３
８
８
２
人
に
上
り
、
大
分
県
で

１
万
６
０
０
０
人
な
ど
九
州
全
域
で
20
万

人
を
超
え
た
。
ま
た
、
熊
本
城
、
石
橋
な

ど
文
化
財
の
損
害
も
甚
大
な
も
の
だ
っ

た
。（
平
成
29
年
６
月
現
在
）

損
壊　

傷
つ
い
た
俵
山
ト
ン
ネ
ル
と
６
橋

損
壊　

傷
つ
い
た
俵
山
ト
ン
ネ
ル
と
６
橋

県
道
県
道
県
道
県
道
県
道
2828282828
号号号号号

地震動で右にかたむいた桑鶴大橋
ケーブルも損傷

コンクリートが崩れ落ちた俵山トンネル

復旧した俵山トンネル復旧した俵山トンネル

復旧した県道28号のう回路。大型トラックが走れる。 熊本地震で大きく崩れた県道28号

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

崩
落　

ト
ン
ネ
ル
壁

が
割
れ
落
ち
る

が
割
れ
落
ち
る

が
割
れ
落
ち
る

が
割
れ
落
ち
る

が
割
れ
落
ち
る

復
旧　

大
型
ト
ラ
ッ
ク

復
旧　

大
型
ト
ラ
ッ
ク

復
旧　

大
型
ト
ラ
ッ
ク

復
旧　

大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
走
る
復
旧
う
回
路

が
走
る
復
旧
う
回
路

が
走
る
復
旧
う
回
路
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無人施工で、
二次災害を防ぐ

遠隔操作遠隔操作遠隔操作遠隔操作遠隔操作遠隔操作

内
陸
直
下
型
地
震

内
陸
直
下
型
地
震

　

熊
本
地
震
は
布
田
川
断
層
帯
と
日
奈
久
断
層
帯
が
「
横
ず

　

熊
本
地
震
は
布
田
川
断
層
帯
と
日
奈
久
断
層
帯
が
「
横
ず

れ
運
動
」
を
起
こ
し
た
内
陸
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。
内
陸

れ
運
動
」
を
起
こ
し
た
内
陸
直
下
型
地
震
で
あ
っ
た
。
内
陸

型
直
下
地
震
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
１
月

型
直
下
地
震
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
１
月
17
日
）

と
新
潟
県
中
越
地
震
（
同

と
新
潟
県
中
越
地
震
（
同
16
年
10
月
23
日
）
に
続
く
も
の
で
、

い
ず
れ
も
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、
震
度
７
が

い
ず
れ
も
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、
震
度
７
が

２
回
続
け
て
発
生
し
た
の
は
過
去
に
な
く
、
大
分
県
で
も
誘

２
回
続
け
て
発
生
し
た
の
は
過
去
に
な
く
、
大
分
県
で
も
誘

発
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
例
を
見
な
い
地
震
と
な
っ
た
。

発
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
例
を
見
な
い
地
震
と
な
っ
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
は
大
都
市
を
直
撃
し
た
地
震
で
大
火
災

　

阪
神
淡
路
大
震
災
は
大
都
市
を
直
撃
し
た
地
震
で
大
火
災

が
発
生
、
交
通
網
で
は
高
速
道
路
の
倒
壊
、
鉄
道
、
生
活
イ

が
発
生
、
交
通
網
で
は
高
速
道
路
の
倒
壊
、
鉄
道
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
死
者
６
４
３
４
人
負

ン
フ
ラ
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
死
者
６
４
３
４
人
負

傷
者
約
４
万
４
０
０
０
人
、
損
害
額
は
約
９
兆
９
０
０
０
億

傷
者
約
４
万
４
０
０
０
人
、
損
害
額
は
約
９
兆
９
０
０
０
億

円
に
達
し
た
。

円
に
達
し
た
。

　

中
越
地
震
は
死
者

　

中
越
地
震
は
死
者
68
人
。
損
害
額
は
約
３
兆
円
。
土
石
流
、

地
す
べ
り
、
崖
崩
れ
等
土
砂
災
害
が
多
発
し
、
中
山
間
地
で

地
す
べ
り
、
崖
崩
れ
等
土
砂
災
害
が
多
発
し
、
中
山
間
地
で

の
地
震
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
た
。

の
地
震
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
た
。

南阿蘇村立野地区の斜面崩壊で埋没した国道57号（手前）と崩落した立野橋付近。阿蘇長陽大橋（上）が残った。国土地理院提供

国道57号は寸断された

中
九
州
横
断
の
国
道

中
九
州
横
断
の
国
道
57
号
は
斜
面
崩
壊
で
損
壊
。

号
は
斜
面
崩
壊
で
損
壊
。

途
絶
途
絶
途
絶
途
絶
途
絶

写
真
㊤
画
面
を
見
な
が
ら
操
作
。

　
　

㊦
無
線
指
示
で
動
く
重
機
。
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落橋防止のための仮受け台（九州道・木山川橋）落橋防止のための仮受け台（九州道・木山川橋）

崩壊して大分道を埋めた土砂

大分道の法面崩壊と復旧工事

壊れた橋脚の基礎部（九州道・府領橋）

落橋した府領一号橋

九州道、大分道
通行止め507㎞

法
面
が
崩
れ
、
高
速
道
を
埋
め
る

法
面
が
崩
れ
、
高
速
道
を
埋
め
る

崩
壊
崩
壊
崩
壊
崩
壊

跨道橋、九州道をふさぐ

スピード復旧を
支えたベント

復旧復旧復旧復旧

高
速
道
路
の
被
害

高
速
道
路
の
被
害

高
速
道
路
の
被
害

　

九
州
道
で
、
植
木
Ｉ
Ｃ
〜
松
橋
間
、

　

九
州
道
で
、
植
木
Ｉ
Ｃ
〜
松
橋
間
、

　

九
州
道
で
、
植
木
Ｉ
Ｃ
〜
松
橋
間
、

大
分
道
で
は
玖
珠
〜
別
府
間
で
段
差
や

大
分
道
で
は
玖
珠
〜
別
府
間
で
段
差
や

大
分
道
で
は
玖
珠
〜
別
府
間
で
段
差
や

土
砂
崩
壊
、
橋
の
損
傷
が
発
生
し
た
。

土
砂
崩
壊
、
橋
の
損
傷
が
発
生
し
た
。

土
砂
崩
壊
、
橋
の
損
傷
が
発
生
し
た
。

　

特
に
九
州
道
は
跨
道
橋
が
落
橋
し
て

　

特
に
九
州
道
は
跨
道
橋
が
落
橋
し
て

　

特
に
九
州
道
は
跨
道
橋
が
落
橋
し
て

塞
ぎ
、
秋
津
川
橋
、
木
山
川
橋
、
大
分

塞
ぎ
、
秋
津
川
橋
、
木
山
川
橋
、
大
分

塞
ぎ
、
秋
津
川
橋
、
木
山
川
橋
、
大
分

道
で
は
並
柳
橋
が
被
災
、
法
面
が
崩
壊

道
で
は
並
柳
橋
が
被
災
、
法
面
が
崩
壊

道
で
は
並
柳
橋
が
被
災
、
法
面
が
崩
壊

し
た
。

し
た
。



熊本城、石橋、阿蘇神社も
文化財に大きな被害

飯
田
丸
五
階
櫓
は
隅
石
一
本
で
残
っ
た

支
え
る

支
え
る

支
え
る

支
え
る

架台で支えられた飯田丸五階櫓

倒壊した阿蘇神社の楼門と本殿（自然を愛する会提供）

修理中の天守閣

－ 5 －

壁石が壊れた二俣福良渡（石橋）

熊
本
城
の
復
旧
工
事

　

熊
本
城
の
被
害
総
額
は
約
６
３
４
億

円
に
上
っ
た
。
復
旧
工
事
は
20
年
間
。

天
守
閣
、
飯
田
丸
五
階
櫓
と
、
宇
土
櫓

な
ど
重
要
文
化
財
13
棟
を
優
先
的
に
復

旧
す
る
。

隅石で支えられている飯田丸五階櫓
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31

　

第
３
節　

啓
開　

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
と
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド　

33

第
３
章　

現
場
座
談
会
（
国
交
省
・
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
）
37

第
４
章　

大
崩
壊

43

　

第
１
節　

①　

阿
蘇
を
土
砂
災
害
が
襲
う　

44

　
　
　
　
　

②　

惨
状
!　

国
道
57
号
、
県
道
28
号　

47

　
　
　
　
　

③　

断
層
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
中　

51

　
　
　
　
　

④　

無
人
施
工
で
危
険
土
砂
を
排
除　

53

　
　
　
　
　

⑤　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

北
園
芳
人
熊
本
大
学
名
誉
教
授　

56

　

第
２
節　

①　

シ
ン
ボ
ル
阿
蘇
大
橋
が
落
橋
し
た　

59

　
　
　
　
　

②　

新
阿
蘇
大
橋
の
位
置
選
択
と
建
設　

61

　
　
　
　
　

③　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

日
野
伸
一
九
州
大
学
教
授　

63

　
　
　
　
　

④　

国
道
57
号
の
復
旧
と
新
道
建
設　

66

　
　
　
　
　

⑤　

踏
ん
張
っ
た
阿
蘇
長
陽
大
橋　

68

第
５
章　

橋
も
ト
ン
ネ
ル
も
（
県
道
28
号
）　

71

　

第
１
節　

深
手
を
負
っ
た
橋
梁
群
（
県
道
28
号
）　

72

　

第
２
節　

俵
山
ト
ン
ネ
ル
の
被
災
と
復
旧　

76

　

第
３
節　

深
刻
な
河
川
被
害　

79

　
　
　

コ
ラ
ム
「
治
水
の
名
人
、
加
藤
清
正
」
ほ
か　

80

第
６
章　

高
速
道
路
が
止
ま
っ
た　

83

　

第
１
節　

死
傷
者
ゼ
ロ
の
奇
跡―

九
州
道
、
大
分
道　

84

　

第
２
節　

１
５
０
㎞
離
れ
た
大
分
道
で
も
被
害　

88

　

第
３
節　

２
週
間
の
超
ス
ピ
ー
ド
復
旧　

91

第
７
章　

傷
付
い
た
熊
本
城

95

　

第
１
節　

熊
本
城
・
鉄
壁
に
「
揺
ら
ぎ
」　

96

　

第
２
節　

飯
田
丸
五
階
櫓
、
奇
跡
の
隅
石　

99

　

第
３
節　

壊
れ
た
石
橋
・
復
旧
に
難
問　

102

　

第
４
節　

①　

生
か
さ
れ
た
慶
長
地
震
の
体
験　

104

　
　
　
　
　

②　

清
正
熊
本
城―

地
震
か
ら
再
起
の
勇
気　

107

　

第
５
節　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
山
尾
敏
孝　

熊
本
大
学
教
授　

110

　
　
　

コ
ラ
ム
「
活
断
層
上
の
建
築
規
制
を
」
ほ
か　

113

第
８
章　

大
地
変
動
の
時
代―

強
靱
な
国
土
を

115

　

第
１
節　

東
進
作
戦
の
課
題　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え　

116

　

第
２
節　

大
地
変
動
の
時
代
、
到
来　

121

　

第
３
節　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

西
嶋
泰
義　

大
分
県
・
佐
伯
市
長　

125

　
　
　

コ
ラ
ム
「
釜
石
の
奇
跡
」
ほ
か　

126

復
興
・
復
旧
へ
の
歩
み
（
年
表
）
127

○
総
括
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

強
靭
な
国
土
づ
く
り

　

大
石
久
和
・
日
本
土
木
学
会
会
長
（
平
成
29
年
）

　
　
　
「
我
々
は
大
災
害
へ
の
備
え
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た
」　

128

お
わ
り
に

　

迅
速
復
旧―

「
社
会
の
救
急
、
救
命
活
動
」　

131




